

































第1章 工芸をめぐる言説 pp.４－１５ 
１節 素材との対峙 p.４ 
２節 「表情」論 p.８ 
第2章 漆の分化 pp.１６－２４ 
１節 漆との出会い p.１６ 
２節 漆の機能の分化 p.１７ 
第3章 手芸というアプローチ（２０１１年～２０１６年） pp.２５－３５ 
１節 漆の表面性 p.２５ 
２節 手芸―技法として p.２６ 
３節 機能と装飾の関係性 p.２７ 
４節 実用の切実さとそれとは別の切実さ p.３４ 
第4章 大人コワイについて pp.３６－３９ 
１節 大人なのにコワイ p.３６ 
２節 起きたときには必然で振り返ってみると偶然 p.３８ 
第5章 遊びと代替（２０１６年～） pp.４０－５３ 
１節 おままごとをテーマにした制作 p.４０ 
２節 おままごと現場にみる代替 p.４３ 
３節 遊びにおける代替 p.４４ 
４節 個展＜ごはんですよ＞ p.４７ 
５節 個展＜遊びと代替＞ p.５１ 
第6章 漆を用いることの必然性と偶然性 pp.５４－６１ 
１節 なぜ必然性が問われるのか p.５４ 




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１、機能と装飾が同時に成立する ex.) ブックカバー、 





５、機能的な装飾 ex.) 装身具、傘の柄カバー 
６、装飾的な機能を持つ ex.）おばさんがくれた小銭入れ、紙風船型ペン立て 





























































































































































mahalo と描かれたボードとドアチャイムが取り付けてある。mahalo というのは、100 円ショ
ップで売られていたプレートに透かし彫りされていた言葉である。似たような商品には、
welcome や toilet と書かれたものがあり、それぞれ玄関やトイレに飾るものであるだろう。そ
れに比べ、mahaloというのはハワイ語で「ありがとう」などを意味する言葉であり、どこに飾
るものなのかが判然としない。おそらく、ハワイ風のデザインに人気があるから作られたもの





































































































































































































































































































































































































































































































































































































遊び                        代替物 
時間的・空間的限定性            →   代替物の要請 





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































２ 前掲書 p.４３より引用 
３ 原文では「超少女いわれた」となっているのを、「超少女といわれた」と直した。 
４ 前掲書 pp.２７－２８ 











 前掲、『現代陶芸の造形思考』 参照 
９ 奥野憲一『KOUGEIの素姿―現代工芸の考え方―』神無書房 ２００９年 
１０ 樋田豊次郎『工芸の領分 工芸には生活感情が封印されている』新装版 美学出版 ２０
０６年 （中央公論美術出版 初版２００３） 
１１ 廣松渉『表情』（『廣松渉著作集』第四巻、岩波書店、１９９６年 に掲載のもの） 
１２ 『広辞苑第六版』岩波書店、２００８年 
１３ Ｊ・Ｊ・ギブソン『生態学的視覚論―ヒトの知覚世界を探る―』古崎敬、古崎愛子、辻敬
一郎、村瀬旻訳、サイエンス社、１９８５年 参照 （原著１９７９年） 
１４ 北澤憲昭「「工芸」ジャンルの形成―第三回内国勧業博覧会の分類を手がかりとして」
（『美術史の余白に 工芸・アルス・現代美術』美学出版、２００８年 収録）p.33 
１５ ロバート・ステッカー『分析美学入門』森功次訳、勁草書房、２０１３年（原著２０１０
年） 参照 










２０ 前掲、「縄文時代のウルシの木―森林総合研究所木材特性研究領域―」 参照 




２３ 前掲書 p.４ 参照 
２４ 前掲書 p.２０ 参照 
２５ 岡村道雄『縄文の漆』同成社、２０１０年 p.１３３ 参照 
２６ 加藤寛「漆塗とその工程に関する基礎知識」（前掲、『漆芸品鑑賞基礎知識』掲載） 
p.１６３ 参照 
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２７ 原田昌幸「縄文時代の漆工芸」（『日本美術全集』第１巻、小学館、２０１５年 掲載） 
p.１７８ 参照 
２８ 小松大秀編『日本の美術６ 漆工（原始・古代編）』至文堂、１９８５年 p.４、 
  前掲、「漆塗りとその工程に関する基礎知識」p.１６４ 参照 
２９ 前掲、『漆の文化史』p.２８ 前掲、『縄文の漆』図版 参照 
３０ 工藤雄一郎「遺跡出土資料から見るウルシの利用」（前掲 註１９） 参照 
３１ 佐々木英『漆芸の伝統技法』理工学社、１９８６年 参照 
３２ 前掲、「漆液と素地の採集に関する基礎知識」p.１５３ 参照 
３３ 山本勝巳『漆百科』丸善、２００８年 p.３ 他 参照 
３４ 『縄文文化の研究 ７道具と技術』加藤晋平／小林達雄／藤本強編集、雄山閣出版、１９
８３年 pp.２９０－２９１ より引用 
３５ 安孫子昭二「アスファルト」『縄文文化の研究 ８社会・文化』加藤晋平／小林達雄／藤
本強編 雄山閣出版、１９８２年 p.２１０ 参照 
３６ 前掲『漆の文化史』p.９５ 参照 
３７ 前掲『漆百科』p.１４７ 参照 
３８ 前掲書 p.１４８ 参照 
３９ 室瀬和美「二つの業平蒔絵硯箱―模造制作の歴史の一コマ」（『ＺＥＳＨＩＮ－柴田是真の
漆工・漆絵・絵画―』展覧会カタログ、根津美術館、２０１２年 掲載） 参照 




  www1.tcue.ac.jp/home1/k-gakkai/ronsyuu/ronsyuukeisai/49_1/koike.pdf 参照 
４２ 松田権六『うるしの話』岩波新書、１９６４年 より引用 
４３ 前掲、「漆塗りとその工程に関する基礎知識」pp.１６８－１６９ 参照 
自分がやった工程も３０ほどであったが、実際は失敗をするのでもっと増えた。 
４４ 馬淵晃デザイン、ブランド+dの商品。 
  http://h-concept.jp/fs/hshop/c/Cupmen 参照 
４５ 九鬼周造『偶然性の問題』岩波、２０１２年 （初版１９３５年）  
４６ 前掲書 pp.４８－５０ 参照 
４７ 前掲書 pp.１６０－１６２および pp.２５６－２６７ 参照 

































５３ 前掲、『偶然性の問題』pp.２２５－２３７ 参照 








書房、１９８８年（原著１９６３年）       
５７ Ｊ・ホイジンガ『ホモ・ルーデンス』高橋英夫訳、中央公論新社、文庫版１９７３年（中
央公論社初版１９６３年、原著１９３８年） 
５８ 前掲書 pp.１７－１８ 参照 
５９ 前掲書 p.３８ 
６０ 前掲、『棒馬考 イメージの読解』 








６３ 「批評空間 モダニズムのハード・コア」太田出版、１９９５年 参照 
６４ 岡崎乾二郎『抽象の力』豊田市美術館 ２０１７年 
６５ 前掲、「批評空間 モダニズムのハード・コア」に掲載 pp.２４６－２６１ 参照 


































「美術手帖」美術出版社、１９８６年、８月号 参照  
『笹井史恵×田嶋悦子イン・ザ・フラワー・ガーデン』展覧会カタログ、茨城県つくば美術
館、２００９年   
 奥野憲一『KOUGEIの素姿―現代工芸の考え方―』神無書房、２００９年 
 樋田豊次郎『工芸の領分 工芸には生活感情が封印されている』新装版 美学出版、２０６














岡村道雄『縄文の漆』同成社、２０１０年 p.１３３ 参照 
『日本美術全集』第１巻、小学館、２０１５年 
 小松大秀編『日本の美術６ 漆工（原始・古代編）』至文堂、１９８５年  
 山本勝巳『漆百科』丸善、２００８年 p.３ 他 参照 
『縄文文化の研究 ７道具と技術』加藤晋平／小林達雄／藤本強編 雄山閣出版、１９８３年  
『縄文文化の研究 ８社会・文化』加藤晋平／小林達雄／藤本強編 雄山閣出版、１９８２年 
『ＺＥＳＨＩＮ－柴田是真の漆工・漆絵・絵画―』展覧会カタログ、根津美術館、２０１２年 
「別冊太陽 柴田是真 幕末・明治に咲いた漆芸の超絶技巧」平凡社、２００９年  
小池重喜「日露戦争と下瀬火薬システム」高崎経済大学論集、第４９巻、第一号、２００６   
年 www1.tcue.ac.jp/home1/k-gakkai/ronsyuu/ronsyuukeisai/49_1/koike.pdf 
 松田権六『うるしの話』岩波新書、１９６４年  
 九鬼周造『偶然性の問題』岩波文庫、２０１２年 （初版１９３５年）  
 Ｃ・グリーンバーグ『グリーンバーグ批評選集』川田都樹子・藤枝晃雄訳、勁草書房、２０
０５年（論文初出１９６０年）p.１７ 

















                                                                                                                                                            










図２ 前掲、『日本美術全集』第１巻 巻頭図版 
図３ 前掲、「別冊太陽 柴田是真 幕末・明治に咲いた漆芸の超絶技巧」p.５４ 
図４ 前掲書 p.４９ 
図１　ベンガラ漆塗り製品
北海道垣ノ島Ｂ遺跡
縄文時代早期
(函館市教育委員会 )
図２　漆彩文土器
山形県押出遺跡
縄文時代前期
(高畠町教育委員会 )
図３　≪花瓶梅図漆絵≫
柴田是真
1881 年　84.5×40.4cm
( 板橋区立美術館 )
図４　≪瀬戸の意茶入れ≫
柴田是真
径 4.7×高 7.4cm
( 個人蔵 )
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図５　紙風船型ペン立て
2015 年にクラフトハートトーカイ金沢店にて撮影
図６　おままごとをテーマにした作品
2016 年
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図７　展示マップ
図８　包丁のような作品
2016 年
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図９　原型
図１０　大きな枝の乾漆の裏側
71
図１１　大きな枝の乾漆の表面
図１２　<遊びと代替＞ＤＭ
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図１３　バリがある状態 図１４　バリ処理後
図１５　張りぼて構造の箸。バリ付き
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図１６　原型
図１７　器など
2016 年
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図１８　原型と作品
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